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地域防災減災センター2019 年度 災害対応特別事業 

令和元年 台風 19 号被害及び災害復興支援に対する調査・研究活動プロジェクト 

成 果 報 告 書 

 

〔1〕報告者情報 
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（代表者） 
吉谷純一 

研究プロジェクト名 千曲川霞堤の治水機能評価       

 

〔2〕研究概要・成果 

 
 河川堤防の一形態である霞堤について、歴史と現状、令和元年東日本台風災害を受けての方向性整
理、千曲川での治水効果を分析した。 
 霞堤は、意図的に不連続にする堤防であり、古くから治水対策として建設され、現在も多数の河川
で伝統的治水工法として霞堤が残されている。霞堤の最初の建設は、武田信玄の釜無川とも言われて
いる。霞堤の治水機能について、明確な定説はないが、現在の専門家は概ね、(1)上流からの洪水の
一時貯留（遊水）、(2)河川上流からの越流・溢水氾濫水あるいは内水の河川への戻し、の 2 つを挙げ
ている。堤防開口部に水門・樋管などの構造物建設なしに、(1),(2)が機能するのが利点である。明
治時代半ばまでは連続堤防が建設されることは希であったが、国（内務省）が堤防の建設管理を行う
河川管理を行うようになってから、霞堤は連続堤防に変わっていった。千曲川では、大正 7年に内務
省が上田から立ヶ花（中野）までの区間等の霞堤や無堤を連続堤防にする工事を開始して以降、ほと
んどは連続堤防となっている。なお、今次災害での千曲川破堤地点付近の堤防は連続堤防になって以
降初の破堤災害である。昭和 40 年代頃から、全国河川は水系一貫の計画を策定し、その中で霞堤は
上記機能が再評価し、伝統的治水工法として保全される方向にある。千曲川・犀川では 25 箇所の霞
堤が残され、他河川同様これらの保全が計画されている。 
 千曲川今次災害で、千曲市にある霞堤に洪水が流入し、遊水部に貯留しきれない水が堤防先端から
氾濫し、千曲市新庁舎などが浸水した。発災直後は、連続堤防でない旧態依然の堤防を残していたが
故に被害が発生したとの意見があり、霞堤の締切（連続堤防化）が必要との認識が広まりかけた。そ
の後、土木学会災害調査団の専門家等のメディア対応により、もし霞堤がなければ連続堤防から越流
が発生していたこと、故に霞堤が原因で被害発生したのではないことが概ね正しく認識されるように
なった。 
 被災後に策定した緊急治水プロジェクトでは、同様に被災し多くの霞堤を残す那珂川、久慈川では
霞堤の活用を強調している。一方、千曲川では千曲市の霞堤を締め切り遊水地化が検討されている。
千曲市霞堤周辺の地形から遊水地容量を試算すると概ね６０万立方メートルであり、利根川沿いにあ
る最も容量が小さい田中調節池の１万９千立方メートルより２桁小さく、上述(1)遊水機能はわずか
と見積もられる。むしろ上述(2)氾濫戻しの機能を、連続堤破堤氾濫との比較で評価すべきと考える。

なお、この成果の一部は、信州大学工学部水環境・土木工学科 令和元年度 一般公開連続特別講
義（後半）防災と水環境 (II)の一講義として、 2020 年 2月14日(金)10:00-12:00、信州大学工学(長
野)キャンパスにて一般参加者向けに報告した。（以下は当日の資料。一部削除部分あり。） 

 



令和元年台⾵第19号
千曲川災害 続報

抜粋版
⼟⽊学会⽔⼯学委員会 令和元年台⾵19号豪⾬災害調査団 中部・北陸地区

国⼟交通省 千曲川リバーカウンセラー、信濃川⽔系流域委員会、堤防調査委委員会 委員

中央防災会議 防災対策実⾏会議「令和元年台⾵第19号等による災害からの避難に関するワーキンググループ」委員

教授 吉⾕純⼀

信州⼤学⼯学部⽔環境・⼟⽊⼯学科 令和元年度 連続特別講義 後半 防災と⽔環境 (II) , 2020年2⽉14⽇(⾦) 10:00 12:00
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リンゴ畑

新幹線⾞両基地

千曲川決壊地点から た 野市 沼地区
（穂保は 沼地区の4⼤字のひとつ）

2019年10⽉17⽇、名古屋⼤学 ⽥代晃 撮影

ホクト⼯場

北部
⼯業
団地



上⽥電鉄千曲川橋梁⼀部崩落と上⽥市諏訪形の堤防⽋損

3 2019 年 10 ⽉ 15 ⽇、  15:49 吉⾕純⼀撮影

上⽥駅⽅⾯

別所温泉⽅⾯



4佐久ケーブルテレビ資料

 野県佐久建設事務所管内で243箇所の被災（佐久市、佐久穂町）
写真は佐久市⽥⼦川



信濃川⽔系 緊急治⽔対策プロジェクト
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本⽇の講義内容

千曲川流域の概要
洪⽔被害の種類と発⽣要因

被害の種類
発⽣要因

対策
⼀般的な構造物・⾮構造物対策
治⽔の原則
千曲川特有の事情

6



千曲川流域の概要
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信濃川流域：南北に細 い
• 流域⾯積: 11,900 km2

• : 367 km
• 流域⼈⼝: 2.83 百万⼈

⿂野川

その他⽀川
• 新潟・ より上流
• 流域⾯積: 7,163 km2

• (直轄区間): 134.9 km 
• 流域⼈⼝: 1.54 百万⼈

信濃川⽔系

信濃川

千曲川（上流）

犀川

千曲川

その他⽀川

•

180km
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信濃川流域と利根川流域
• 流域⾯積: 11,900 km2

• : 367 km（⽇本⼀）
• 流域⼈⼝: 290 万⼈

信濃川⽔系

180km
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• 流域⾯積: 16,840 km2

• : 322 km
• 流域⼈⼝: 1,279 万⼈

(約4.4倍)

利根川⽔系

0 5000 10000 15000 20000

利根川

利根川

利根川

信濃川流域⾯積
km2

10km

流域⼈⼝
千⼈

信濃川

信濃川

X



梅雨前線
梅雨前線による大雨は、暖湿流が西ま

たは南西から流れ込むことが多く、犀川で
水が出やすい。

台風性
台風による大雨は、暖湿流が南東また

は東から流れ込むことが多く、千曲川本川
で水が出やすい。

千曲川の気象

◆降雨の要因は、千曲川上流域では台風による降水が多く、犀川上流域では梅雨による降水が多いこ
とが特徴である。

◆夏は熱帯地域から南西モンスーンや南東モンスーンが吹き込む。大雨の降る地域は、この風向きに
よって違いがある。

南東風 南西風 10

千曲川流域の気象 千曲川河川事務所資料
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地形性降雨のメカニズム 千曲川河川事務所資料に加筆

群⾺県側



12信州⼤学⼤学院 ERNESTO ORLANDO RODRIGUEZ ALAS作成



近年の水害（昭和年代） 昭和34年（1959）8月洪水

13出典） 国土交通省北陸地方整備局資料

◆台風7号の接近とともに前線は日本海まで押し上げられ、台風は千曲川流域の南から入り北上し日
本海に達した。3日間の総雨量は、千曲川流域の山岳や犀川上流で300～400㎜であった。

◆千曲川立ヶ花地点の水位は戦後第5位となる10.44mを記録し、千曲川流域の殆どの箇所で計画高
水位を超過した。

台風経路図 S34.8降雨総雨量等雨量線図
分類：千曲川型

千曲川の被害
死者 65名

全壊家屋 1,391戸 半壊家屋 4,091戸

床上浸水 4,238戸 床下浸水 10,959戸
千曲川の出水状況（杭瀬下 千曲川橋）

千曲川の出水状況（信越線篠ノ井鉄橋）

昭和34年(1958）8月洪水 千曲川河川事務所資料



台風経路図

14出典） 国土交通省北陸地方整備局資料

◆大型で強い台風10号の影響で、本州南岸に停滞していた秋雨前線が活発化。
千曲川流域や犀川上流域では、2日間の雨量が200mm 以上となった。

◆千曲川立ヶ花地点の水位は戦後最高となる11.13mを記録し、飯山市柏尾地先と戸狩地先で本堤が決
壊し、甚大な被害が発生した。

S58.9降雨総雨量等雨量線図

分類：犀川型

犀川 旧信州新町市街地の浸水被害状況

飯山市柏尾・戸狩地先の本川破堤状況

千曲川の被害
死者 9名 流失家屋 19戸

全壊家屋 9戸 半壊家屋 62戸

床上浸水 564戸 床下浸水 2,807戸

昭和58年(1983）9月洪水 千曲川河川事務所資料



◆ 7月27日～8月1日（台風性）まで降り続き、千曲川と支川は大洪水となり、山崩れなども引き起こした。戌年だった
ことから「戌の満水」と言われる。

◆ 千曲川流域では死者2,800人前後とされ、田畑の被害も大きく、松代藩の財政を圧迫し、その影響は明治まで続
いたと言われる。

みょう笑寺洪水位痕

戌の満水「氾濫再現区域図」

戌の満水 寛保2年(1742年）

15
町⽥尚久（2014）、地学雑誌123(3)

千曲川河川事務所資料



地形・河川縦断勾配
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千曲川の川幅

川幅(m)

千曲川の川幅の広狭

17千曲川河川事務所資料
県境からの河川距離(km)

破堤点は57.5km

注意： さを約1/100に縮⼩して表⽰

X

• 狭窄区間上流部では⽔位がせき上げられ流速減。⼟砂が堆積しやすい。



洪⽔被害と発⽣要因
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 野県の洪⽔被害
（ 野県危機管理課、令和元年11⽉22⽇）

⼈的被害
死者 5名
⾏⽅不明者 0名
重傷者 7名
軽傷者 137名

19

住宅被害
全壊 873世帯
半壊 2,214世帯
⼀部損壊 3,422世帯
床上浸⽔ 202世帯
床下浸⽔ 1,779世帯

経済被害： 246,461 百万円
農業関係 58,872
林業関係 3,881
公共⼟⽊施設 62,137
都市施設 40,408
商⼯業関係 67,942
学校施設 4,357

・・・
都市施設：グリーンピア千曲

公共⼟⽊施設：海野宿橋



 野県の洪 被害
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営業停⽌損失とその
波及
家庭・事業所におけ
る応急対策
交通遮断
観光客減
その他



リスク対応のイメージ
BCPの目標：

①機能喪失の最⼩化
②早期の機能復旧
③代替港湾の確保

①顧客の信頼のつなぎ止め

②企業競争力の維持

③企業の社会責任の履行

時間軸BCP/BCMなしの場合
機能回復時
間の短縮

港湾機能
の水準

１００％
（通常の水準 ）

代替港有り

代替港なし

機能代替による
事業継続

残存機能
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③代替サービ
ス

機能の確保

①港湾施設の
頑健性の強化

②早期の
機能回復

BCP/BCM有りの場合

破産・破滅

市場から
の脱落

企業間競争
（市場）への
復帰

ﾚｼﾞﾘｴﾝｽ
（機能の復元性）

(RLO)

(

Ｒ
Ｔ
Ｏ)

注: RLO: 目標機能回復水準（Recover Level Objective ）
RTO: 目標機能回復時間（Recover Time Objective)

⼩野憲司スライド



22

3⽇降⽔量（2019/10/11 13）
信州⼤学⼤学院 近藤孝洸作成

上⽯堂（佐久穂町）
579㎜

初⾕（佐久市）
568㎜

X

⽴ヶ花
（中野市）

杭瀬下
（千曲市）

⽣⽥
（上⽥市）

⽔位流量
観測所



令和元年10⽉洪⽔
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12⽉12⽇ 12⽉13⽇ 12⽉14⽇

上⽯堂⾬量 杭瀬下⽔位 ⽣⽥⽔位 ⽴ヶ花⽔位

15:30
発令

3:20
解除

⽣⽥⽔位
（上⽥市）

杭瀬下⽔位
（千曲市）

⽴ヶ花⽔位
（中野市）

1⽇間で
553mm

7時間後

1時間後

洪⽔到達時間(集中時間)
=降⾬ピーク発⽣から
⽔位ピーク発⽣までの時間
の概ね2倍

20時

3時

⼤⾬特別警報

千曲川
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⽴ヶ花観測所（中野市）⽔位
• 犀川流域ではなく千曲川上流域で⼤降⾬（飯⼭で本川破堤した昭和58年9⽉洪

⽔は流域全体⼀様に降⾬）
• ⽴ヶ花観測所では、昭和58年の観測史上第1位⽔位を超える12.44m（暫定値）

を観測
• 堤防⾼設計基準の計画⾼⽔位を1.59m越える⾼さ

千曲川流域図

千曲川
流域面積
7,163㎞2

令和元年10⽉⽔位

昭和58年9⽉⽔位
立ヶ花観測所:
流域面積：
6447.6 ㎞2

犀川

千曲川

令和元年10⽉12⽇1:00 10⽉14⽇23:00

計画⾼⽔位 10.75m⽴
ヶ
花
観
測
所
⽔
位
m

12.44m
1.59m
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毎日新聞2019年10月13日 07時36分(最終更新 10月13日 16時41分)
2019年10⽉13⽇午前8時15分、本社ヘリから

2019-10-13  07:36AM

Main stream of 
Chikuma River

Left-hand 
side Levee

Right-hand 
side Levee

70m break width

900m river width
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堤防の名称

国⼟交通省河川砂防技術基準設計編より

堤外側＝表側=川側 天端
（てんば）

堤内側＝裏側=住宅側
H.W.L.（計画⾼⽔位）

裏法尻堤外地

26

堤防

余裕⾼

計画⾼⽔位： 堤防や護岸などの設計の基本となる⽔位。この⽔位を上回る超過
洪⽔では、堤防が危険な状態になることを意味する。

余裕⾼： ⾵浪、うねりなどを考慮した⾼さ。



main river 
flow 
direction

6:20am現在記者
発表：
5:30amに堤防決
壊確認

0:55に越⽔を確認
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越⽔深
約80cm

28第３回堤防調査委員会資料
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越⽔と破堤

30

越流⽔深ｈ

越流⽔深hが2倍なら、単位幅
当たりの越流流量qは2.8倍

不陸等による越流⽔の集中化（橋
梁・道路の取り付け部、坂路交差
部、樋⾨の上下流部、整備途上堤
防）
穂保地先破堤では越流⽔の集中化は
認められず、1.5km幅で越⽔
越⽔してから破堤までの時間既往事
例

• 0-40分が約4割
• 40-120分が約4割
• 120分以上が約2割

穂保地先では120分以上

既往の越⽔深は60cm以下が多く、
平均は30cm
穂保地先では80cm

既往情報は末次（2011)より



Gym
Hall5 solar 

panels



XXX

Gym
Hall

5 solar 
panels



作成：呉修⼀（富⼭県⽴⼤学）

令和元年台⾵19号豪⾬災害調査団 中部・北陸地区流体⼒による家屋被害調査
損壊⼤の⼀例：① 損壊⼤の⼀例：②

損壊⼤の⼀例：③ 基礎を残した流失

33

流体⼒=
流⽔が物
体に及ぼ
す⼒



氾濫時の動画（住民提供）

決壊地点そば，AM5時台
千曲川

決壊箇所
浅川

三念沢

撮影場所

東京理科⼤学
⼆瓶泰雄資料



4:16 浸⽔開始
4:31 21cm，4:45 33cm，5:02 40cm

千曲川

決壊箇所
浅川

三念沢

撮影場所

氾濫時の動画
（住民撮影，朝日新聞提供）

決壊点上流側，AM４時台

東京理科⼤学
⼆瓶泰雄資料



千曲川本川だけで
計12箇所での越⽔

36
北陸整備地⽅整備局記者発表資料

千曲市

X

上⽥市

の⑨篠ノ
井、⑧松代などでは、破
堤がなくても2ｍ程度の
浸⽔

中野市

⼩布施町

野沢温
泉村飯⼭市



上⽥電鉄千曲川橋梁⼀部崩落と上⽥市諏訪形の堤防⽋損

37 2019 年 10 ⽉ 15 ⽇、  15:49 吉⾕純⼀撮影

上⽥駅⽅⾯

別所温泉⽅⾯



Types of Levee Breach 堤防決壊のタイプ

Overtopping越流

Seepage浸透

Erosion by high-speed river flow河川⽔による浸⾷洗掘

川裏の法尻浸⾷
Foot of slope 
will fail and 
develop.

In hours 
levee will fail.
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破堤

⾼速流

深い浸⽔

⼟砂

豪⾬ ⾼⽔

直接被害

• ⼈的
• 経済

被害は広域
化・壊滅的
に

台⾵ 越⽔

堤内地で被害発⽣

間
接
被
害

浸透

堤内地では
無被害
（施設被災
の場合あ
り）

39

前線

被害発⽣過程

⾼流速 浸⾷

氾濫⽔



⽮板打設は浸透破堤を防⽌するため

Overtopping越流

Seepage浸透

Erosion by high-speed river flow河川⽔による浸⾷洗掘

川裏の法尻浸⾷
Foot of slope 
will fail and 
develop.

In hours 
levee will fail.

40



対策

41



災害、リスク、ハザード、脆弱性
（国連機関の国際防災戦略がよく⽤いる)

ハザード
（加害
外⼒）

脆弱性
（被害の
受けやす

さ）

リスクなし

ハザード
（加害外

⼒）
脆弱性

リスクあり

概念式
Risk = Hazard x Vulnerability
リスク ハザード 脆弱性

（加害外⼒）
例：河川⽔位 ⾼い例：想定浸⽔区域内家屋数

降⾬量 地下室の電気施設



貯留浸透施設
Retention ponds 
and infiltration

耐⽔建築
Flood-proofing

⽔源地保全
Conservation of upper-stream basin

洪⽔保険 Flood insurance

洪⽔予測・予報
Forecasting and 
warning

⽔防活動
flood fighting ⼟地利⽤

Land use control/management
都市計画で考慮される場合もあるH

⾬量情報

洪⽔ハザード
マップ
Flood Hazard Mapping

⾮構造物対策（ソフト対策）

事業継続マネ
ジメント
business continuity 
management
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(2) ダム

(1) 堤防

構造物対策（ハード対策）

(4) 放水路

(3) 遊水地

(5) 河道掘削



機器管理型ハード対策

45国⼟交通省 ⽔防災意識社会再構築ビジョン



破堤

⾼速流

深い浸⽔

⼟砂

豪⾬ ⾼⽔

直接被害

• ⼈的
• 経済

被害は広域
化・壊滅的
に

台⾵ 越⽔

堤内地で被害発⽣

間
接
被
害

浸透

堤内地では
無被害
（施設被災
の場合あ
り）

46

前線

被害発⽣過程

⾼流速 浸⾷

氾濫⽔

対策の2本柱 構造物対策
• ⽔位低下
• 破堤確率の低下/時間稼ぎ

⾮構造物対策
耐⽔建築 避難

保険・BCP

ハザード低減 脆弱性低減



⑳-1

⑳-2

⑳-3

⑳-4

浸⽔想定範囲：
4.55km2

越⽔地点
内⽔氾濫

千曲川浸水範囲調査（小森（長野市東篠井⑳）



技術の限界：堤防の要求性能
堤防は複雑な基礎地盤の上に築造され、過去の被災に応じて嵩上げ及び拡幅

等の強化を重ねてきた歴史的な構造物であることを踏まえ、以下の項⽬を検討
し、設計に反映するものとする。
・不同沈下に対する修復の容易性
・基礎地盤及び堤体との⼀体性及びなじみ
・嵩上げ及び拡幅等の機能増強の容易性
・損傷した場合の復旧の容易性
・基礎地盤及び堤体の構造及び性状に係る調査精度に起因する不確実性
・基礎地盤及び堤体の不均質性に起因する不確実性

⼟堤が原則
世界各国共通

4⽇間で仮堤防完成 48



破堤は防げない状況下で、政府はどう対策を進め
ようとしているのか。
「せめて命を守るため逃げて下さい。」と⾔っている。

破堤氾濫
のこと

49



レベル1（L1），レベル2（L2）

経済被害

加害外⼒
0 L1までは構
造物で無被害に
する

構造物対策なし

構造物対
策あり

⼈的被害

加害
外⼒

⾮構造物
対策なし

⾮構造物
対策あり

L1L1 L2

L2: 防災計画のため
の最⼤級外⼒（最⼤
外⼒は推定不可能）



2019年公表 野市洪 ハザードマップ

X

浅川

千曲川

⿃居川

下流

上流

市街地

51

• 概ね1000年に1回発⽣する豪⾬
• 千曲川・犀川・浅川・⿃居川・

裾花川氾濫域を重ね合わせ
• 家屋倒壊等氾濫想定（氾濫流）
• 同（河岸浸⾷）
• 浸⽔継続時間



新洪⽔ハザードマップ作成の流れ

52

河川管理者が河川毎に
・浸⽔
・家屋等倒壊（氾濫流）
・ 同 （河岸浸⾷）
・浸⽔継続時間
を計算し、公表

市町村が、
・避難場所・避難所
・情報伝達経路
・⼟砂災害、その他の災害
等を加えて地図作成

洪⽔ハザードマップ
千曲市：洪⽔・⼟砂災害ハザードマップ
須坂市：洪⽔・⼟砂災害ハザードマップ(1/100)

千曲川河川事務所
千曲川・犀川浸⽔想定域図

http://www.hrr.mlit.go.jp/chikuma/bousai/shinsui/index.html

⽔想定区域図
https://www.pref.nagano.lg.jp/kasen/infra/kasen/bosai/shinsui/saida
i-kibo-kuikizu-shousai.html



 野市洪 ハザードマップ（2019年8 全 配布）

X

Shinkansen 
Train Yard ○氾濫流によ

る家屋倒壊等

Hall
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津波ハザードマップ浸⽔範囲と実際（内閣府資料）
想定津波⾼が
最⼤級でな
かったため



中央防災会議（内閣府）
避難指⽰、勧告、準備情報

平成28年台⾵第10号災害を踏まえた名称変更
変更前 変更後

避難指⽰(緊急）： 災害が発⽣するなど状況がさらに悪化し、⼈的
被害の危険性が⾮常に⾼まった場合

避難勧告： 災害による被害が予想され、⼈的被害が発⽣す
る可能性が⾼まった場合

避難準備・⾼齢者等避難開始： 避難勧告や避難指⽰（緊急）を発令する
ことが予想される場合
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中央防災会議での避難に関する議論

避難は難を避けることだが、⽴ち退き避難と誤解されてい
る。

⽴ち退き避難（⽔平避難）
屋内での安全確保（垂直避難）

避難場所（緊急指定避難場所、shelter）
避難所（refuge）:避難者の⽣活環境を確保する所

知⼈・親類宅
指定避難所

回避するため、あえて避難勧告を発令しなかった。
57



 沼公 館前の想定浸 深の表 
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内閣府（防災担当）
地区防災計画モデル地区

59

⑥
（平成26年度
指定）



 沼消防分団半鐘連打で避難誘導

60

１０⽉１３⽇１時１０分

半鐘の⾳を聞いて避難した⼈々がいた。



0

20

40

60

80

100

長野市穂保（長野）地区住民の避難時間

12 15           18          21          24           3             6            9
10/12 10/13

レベル4
避難勧告
（18:00）

決壊
（4:00頃？）

レベル4
避難指示
（23:45）

レベル5
氾濫発生情報
（1:15）

上流部・氾濫発生情報

避難勧告前：10人
避難指示前：30人
氾濫発生前：22人
決壊前：9人
決壊後：10人

水平避難：81人

関テレ・100名アンケート

東京理科
⼤学
⼆瓶教授
資料



Q15 上階に避難した理由・避難しなかった理由
○ その行動をとった理由について、当てはまるものを全て選んでください。（いくつでも）

62

Q5 台風第19号接近時にどのような行動をとりましたか。
⇒「避難しなかった（普段どおりの生活をつづけた）」と回答した人

n=2412

28.9% (698)
27.9% (672)

19.2% (464)
18.3% (442)

16.7% (404)
15.8% (382)

14.6% (351)
13.2% (319)

10.9% (264)
8.3% (200)

6.5% (157)
4.1% (98)
3.7% (90)
3.6% (86)
2.6% (63)
1.9% (47)

0.6% (14)
6.8% (164)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⾃宅 安全             等 確認      
これまで災害が起こったことがなく今回も⼤丈夫であろうと思ったため

⾃分が住む地域に⼟砂災害警戒情報（警戒レベル4相当）が発表されていなかった…
⾃宅周辺     ⾬ 降     河川 ⽔位 低     

避難先まで移動する⽅が危険だと思ったため
⾃宅近  河川 氾濫危険情報（警戒   4相当）が発表されていなかったため

緊急時に上階等へ移動すればよいと思ったため
近隣 ⼈ 避難         

避難情報 発令          
ペットがいたため

避難場所が快適ではないと思ったため
⾃分⼜は家族が避難に時間がかかるため（⾼齢や障害等により）

勤務先、学校にいたため
避難情報 受 取       （発令            ）

通勤、通学しなければならなかったため
市町村が指定している避難場所を知らなかったため

避難場所 ⾏   満員 ⼊       
その他

回答数の多い順に並べ替え
（「その他」を除く）

内閣府防災担当避難ワーキング資料



逃げない理由
(⽚⽥敏孝, 1998に加筆)

当時と同じ

正常化の偏⾒（過去の洪⽔では⼤丈夫だったなど）
⾼齢者や障害者
家財の盗難が⼼配
警報の真意を理解できない
避難所へ⾞で移動できない
避難所の居住環境に耐えられない



千曲川堤防の桜づつみ

堤防ではない（堤防に⽊を植え
るのは厳禁）。
緊急時⽤⼟砂備蓄でもある。
“粘り強さ”は期待できる。

•
破堤はしないと思っていた
(NHKクローズアップ現代記

64

X



今後
1．まちづくりとの連携
2．霞堤
3．信濃川⽔系全体の治⽔対策

65



1．まちづくりとの連携

66
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 野市 地適正化計画

X



 野市洪 ハザードマップ

X
Hall

68

豊野駅



 野市内の想定浸⽔域

69

県庁市役所



第2回 気候変動を踏まえた⽔災害対策検討委員会
⽔災害対策とまちづくりの連携に関する主な論点②

⼟砂災害警戒区域や浸⽔想定区域等（イエローゾーン）
については、「総合的に勘案し、適切でないと判断され
る場合は、原則として含まないこととすべき」としてい
るが、レッドゾーン等を居住誘導区域に含めている都市
が存在。
こうした状況を踏まえ、
・レッドゾーン、イエローゾーンを居住誘導区域から除
外の徹底
・まちの状況などにより、やむを得ずイエローゾーンを
居住誘導区域に含める場合等に、災害対策の実施や警戒
避難体制の整備等、講ずべき災害対策の検討・実施
をどのように進めるべきか。
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那珂川、久慈川の霞堤
重政紀元 2020年1⽉24⽇ 10時30分、朝⽇新聞デジタルより

71

那珂川、久慈川の河川整備計画の⾒
直しに向けた⾻⼦案では霞堤の活⽤
を盛り込んでいる。

2．霞堤



信濃川⽔系河川整備計画

72
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千曲市役所発表資料
流域に降った⼤⾬に加え、千曲川からの
⼤量の流⼊⽔により、尾⽶川や伊勢宮川
では、⽔量をのみきれずに溢⽔し、広範
囲で床下・床上浸⽔が発⽣する状況とな
りました。

74

【18：00更新】台⾵１９号による⽔害の状
況（埴⽣・屋代地区）
2019年10⽉17⽇

問で、台⾵１９号による千曲川の増⽔で市役所
新庁舎⼀帯が冠⽔したのは、千曲川右岸の「霞
（かすみ）堤」と呼ばれる堤防の不連続部分が
要因とみて「遊⽔池機能として⼀定の⾯積を確
保しつつ（不連続部分の）閉鎖をした
い」との考えを明らかにした。

2019年12⽉11⽇、信濃毎⽇新聞
千曲川の霞堤



近世の治水対策（戦国時代から明治以前）

◆江戸期から明治初めの治水対策は、戌の満水を契機とした千曲川の瀬替え、中野市
上今井の新川開削が行われたが、甲州流の二重の堤防（霞堤）、水衝部の牛枠など
によるもので、連続した堤防ではなかった。

中野市上今井 出水時の旧河道

長野市松代町の旧河道

松代城

旧河道（戌の満水以前）

75

江戸期から明治にかけての治水対策

75

戌の満⽔で松代城本丸は１．５ｍ浸⽔。城の外堀機能を果たす千曲川で
あったが、城下町の⽔難を取り除くため千曲川の瀬直しが⾏われた。



3．信濃川⽔系全体の治⽔対策

76

基本⽅針
• 河川における対策

遊⽔地は新規
• 流域における対策
• まちづくり・ソフト

対策

関係市町は総論合意
具体はこれから



77

上岩井



千曲川遊⽔地候補地

容量 m3

上今井：約660万
霞堤後：約60万

利根川（参考）
渡良瀬：1億7千万
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○河川の改修は、多額の予算と時
間を要するため、短期間に全体を
改修することは難しく、緊急かつ重
要な箇所から段階的に実施

○また、ある区間の改修により、当
該区間は安全となっても、前後の区
間の危険が増加する恐れ

○このため、上下流の整備バランス
を考えながら、全体として着実に治
水安全度の向上を図っていくことが
必要

千曲川改修の考え方

36

堤防整備率



日本海

だいにとこがため

第二床固改築

山地部掘削

のづみばし

野積橋架替
低水路掘削

大河津分水路

渡部橋

大河津
洗堰

信
濃
川

大河津
可動堰

ＪＲ越後線
大河津橋

7.4K

信濃川流域

・大河津分水路は、河口部において洪水を安全に流下させる断面が不足
・水位上昇の影響で氾濫が想定される区域には、新潟市、長岡市、燕市などが位置
・大河津分水路の改修により、戦後最大規模の洪水に対して家屋の浸水被害の防止又は軽減

位置図 事業概要

S56年8月洪水 小千谷市元町

洪水 信濃川中流部における家屋浸水被害

S56年8月洪水 床上浸水1,446戸 床下浸水1,502戸

H23年7月洪水 床上浸水 229戸 床下浸水 689戸

近年の災害

H23年7月洪水 魚沼市下島

Ｈ23年7月洪水では大河津可動堰の上流で計画高水位を超過

新潟市

長岡市

大河津
分水路

計画高水位
超過区間

（約23km）

燕市

○目的：戦後最大規模（S56年8月）の洪水に対して被害防止
○事業箇所：新潟県長岡市、燕市
○事業内容：放水路の拡幅（山地部掘削、第二床固改築、野積橋架替等）
○事業期間：H27年度～H44（2032）年度
○全体事業費：約1,200億円

事業内容
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大河津分水路の改修



・河川法第16条に基づき、平成20年6月に決定した「信濃川水系河川整備基本方針」に沿っ
て、河川法第16条の二に基づき、平成26年 信濃川水系河川整備計画を決定

・計画の目標は、戦後最大と同規模の洪水への対応
・上流部の「大町ダム等再編事業」と、中流部河口の「大河津分水路改修事業」を計画に位置

づけ、大河津分水路流下能力向上に見合った中・上流部の河道整備を見込む
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【下流部】目標流量：3,800m3/s(H23.7洪水を想定) 【中流部】目標流量10,200m3/s (S56.8洪水を想定)
【上流部】目標流量 7,600m3/s (S58.9洪水を想定)
※上流部はS58,H16,H18洪水時にHWLを超過

既設ダムと大町ダム再編により300m3/sをカットする。

※下流部はH23洪水時にHWLを超過

信濃川水系河川整備計画 平成26年（2014）

下流部

日

本
海

日本海 日本海

 1,000  3,600  2,800  2,100

↓

400
2,800

河口●

河口
●

帝石橋
■

荒町
●

尾崎
●

中ノ口川

大河津

分水路

信濃川

↑

関屋

分水路

下流部

河川整備計画の目標流量3,800m3/s

（洪水調節200m3/s）

河道整備流量図（信濃川下流／中・上流）

下流部

大河津
分水路 ●堀之

内

魚野川

●
大河津

●
十日町

■
小千谷

立ヶ花
■

杭瀬下
●

●小市

●陸郷

犀川

中流部 上流部

←9,800

←
3,300

3 ,800
→

←9,800
日
本
海

←7,700 ←4,000

←
3,800

←7,300

整備計画目標流量10,200m3/s

（洪水調節400m3/s）

■：基準地点

●：主要地点

中・上流部、千曲川

整備計画目標流量7,600m3/s

（洪水調節300m3/s）

●堀之内

(単位：m3/s)

■：基準地点

●：主要地点

(単位：m3/s)

大
河
津
分
水
路

目標流量・河道配分流量は、上下流バランス、水害リ
スクを考慮して各地点で設定。



82
信州⼤学⼤学院 ERNESTO ORLANDO RODRIGUEZ ALAS作成



83

⼤町ダム（国）
（28.9百万m3, 193km2）

古⾕ダム（県）
（1.8百万m3, 13km2）

余地ダム（県）
（0.4百万m3, 
2.52km2）

内村ダム（県）
（ 1.6百万m3, 
13km2）

湯川ダム（県）
（2.7百万m3, 
147.2km2）

豊丘ダム（県）
（2.1百万m3, 13.1km2）

裾花ダム（県）
（10百万m3, 
250km2）

浅川ダム（県）
（1.1百万m3, 
15.2km2）

ダム（有効貯⽔容量、流域⾯積）

奈良井ダム（県）
（ 64.0百万m3, 
46km2）



信濃川⽔系全体の治⽔対策
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基本⽅針
• 河川における対策

遊⽔地
狭窄部掘削

• 流域における対策
• まちづくり・ソフト

対策

関係市町は総論合意
具体はこれから



ダム事前放流
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家庭に持ち帰ってほしい重要なこと
堤防決壊には3タイプあり、タイプ毎に必要な対策が異なる。
越⽔が発⽣すると堤防は遅かれ早かれ破堤する。破堤させな
い実⽤可能な技術はない。
構造物対策は、⽔位を下げる、破堤させにくくする対策。
⾮構造物対策は、被害発⽣時に被害を⼩さくさせる対策。
構造物対策、⾮構造物対策は両輪の⾞で、代替対策ではな
い。
治⽔対策は上下流バランスが重要なため、下流から実施が鉄
則。
千曲川流域は治⽔対策の蓄積に乏しいため、新規施策を適⽤
できる余地が⼩さい。
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ご清聴ありがとうございました。
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